
 

 

 

 

 

 

 

双葉東小は，今年度よりコミュニティ・スクールとなり，１年目の活動を

終えようとしています。地域の方々は「コミュニティ・スクールとは？」と

いう疑問を抱かれると思いますが，一言で言えば，【児童のために，保護者

や地域住民等がともに力を合わせて取り組んで行く仕組みのある学校】と

言えるでしょうか。その目的の達成のために，学校職員・保護者代表・地域住民代表が集まって，

教育活動や児童の様子について話し合う場が「学校運営協議会」です。 

２月７日（金）に第３回学校運営協議会を開催いたしました。学校から今年度の学校運営や学校

評価の結果，来年度の学校経営案等について報告・提案をさせていただきました。委員の皆様から

は，来年度につながる貴重なご意見をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

今年度の学校運営協議会は，今回が最後です。来年度も，保護者や地域住民の方々にも参画いた

だきながら，コミュニティ・スクールとしての活動をさらに進めていきたいと思います。今後とも，

ご支援をよろしくお願いいたします。 

   

前号に引き続き，本校の特色である【豊かな心を 

育む活動】を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年 ２月 １９日 文責 学校長 窪田 正幸 

読書活動・読み聞かせ 
 日常的な朝の読書活動に加え，秋の読書月間の取り組
みや，読み聞かせボランティア（保護者）による本の読
み聞かせ等を実施しています。読書離れが進んでいると
言われる昨今ですが，豊かな情操を育むために重要な役
割を果たしている読書活動に，今後は地域の方々のお力
も借りながら取り組みたいと思います。 

地域代表の方々から 

・保護者アンケートで，選択項目の「わからない」が減少していることは，学校教育に対する関心の

向上であると評価できる。 

・大規模校であるが，児童一人一人が落ち着いて活動している。 

・豊かな心を育むための様々な取組が評価できる。 

・ICT を活用した家庭学習は大変有効であるが，家庭環境による難しさも懸念される。 

・学校だよりの地域回覧は，地域の方々が学校に目を向けていただくきっかけとして有効であると思

うので，ぜひ今後も継続して発信していって欲しい。 

保護者代表の方々から 

・家でも子供の話を聞くようにしている。今後も学校のことについて家庭で話し合える機会をつくり

たい。 

・全体的に高評価な中で，保護者のＰＴＡ活動への参加意識が低いのが気にかかる。何かしらの取組

をしていかなくてはならないと感じている。 

ボランティアによる 
読み聞かせ 

児童会「あいさつ運動」 
児童会では，１年を通してあいさつ運動 

を行っています。３学期も「あいさつ名人になろう」を
目標に，朝だけでなく１日を通してあいさつができるよ
うに取り組んでいるところです。学校内だけでなく，広
く保護者や地域の方々とも気持ちのよいあいさつが交わ
せるとよいと思います。ぜひご協力ください。 
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